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動画へ
GO

動画へ
GO

高
齢
者
の
多
様
な
活
躍
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

問	

介
護
予
防
事
業
の
現
状
は
。

答 

要
介
護
状
態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
の
誰
も
が
参
加
で

き
る
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
閉
じ
こ
も
り
や
認
知

症
予
防
、
口
の
機
能
向
上
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
介
護
予
防
教

室
の
開
催
や
、
教
室
へ
の
参
加
に
つ
な
げ
る
等
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
民
全
体
の
活
動
の
支
援
と
介
護
予

防
推
進
員
の
養
成
等
、
支
え
る
側
の
育
成
も
行
っ
て
い
る
。

問	

介
護
予
防
活
動
に
よ
る
効
果
は
。

答 

介
護
予
防
教
室
で
中
間
評
価
と
し
て
実
施
し
た
体
力
測
定
で
は
、

「
日
常
生
活
に
必
要
な
筋
力
」「
柔
軟
性
」
な
ど
の
項
目
で
改
善

と
の
結
果
が
出
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
今
後
も

運
動
を
続
け
た
い
」
が
８
割
以
上
あ
り
、
教
室
参
加
が
運
動
の

継
続
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

公共施設適正化の推進について

問 	 田原市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設
計画の具体的な内容は。

答  国のインフラ長寿命化基本計画の必要項目を踏ま
え策定した上で、市総合管理計画と整合するよう
調整を進めている。

問 	 各個別施設計画には、具体的な統廃合などのスケ
ジュールは示されているのか。

答  統廃合を行う際の基準は示しているが、具体的な
スケジュールについては、既に方針決定された施
設以外には示されていない。

問 	 今後の人口減少が施設適正化に大きな影響を与え
ると思うが、どう対応していくのか。

答  国の指針では各計画について、不断の見直しを実
施することとされているため、今後の社会情勢の
変化等に応じ、適宜見直しを行っていく。

問 	 市民館や文化会館などは、どのような視点で適正
化を進めていくのか。

答  財政的な視点だけでなく、行政サービスの最適化
や、まちづくりにおける視点なども踏まえ進めて
いく。

問 	 コスト削減の視点のみではコミュニティ圏域施設
(※)の魅力や利便性が損なわれると危惧している
が、コミュニティ圏域施設の複合化を検討する場
合のプロセスは。

答  地域にあった施設とするために、施設の場所や規
模、サービス機能、経費など多角的な検討が必要
である。複合化のパターンや民間整備手法などに
ついて総合的な調整を行い、関係部署の連携の下
に進めていくことを想定している。

問 	 コスト削減だけでなく、地域活性化の視点につい
てはどう考えているか。

答  民間活用による効率的な運営や複合化による利便
性の向上など、全市的・横断的な視点を持ち、地
域の活力を損なわないよう進めていきたい。

地域の活力を損なわないよう進めていきたい

コスト削減だけでなく、地域活性化の視点
についての考え方は

自由民主党田原市議団
村上  誠

※ コミュニティ圏域施設
市民館や保育園、小中学校など市民に身近な施設

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
と
高
齢
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
、
新
た
な
仕
組
み
作
り
を
検
討

し
て
い
き
た
い

高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
と
は
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